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	スワールキッズ 奈良教室
	ちょうりプログラム
	つくるの たのしい！

	①きょうは、みんなで ちょうりの 日です。  りくくんは、カップケーキを つくっています。 たまごを わって、まぜて…  とっても たのしそうです。 いいにおいも してきました。
	まるごとは たべられないん だよなぁ…
	つくる ぶんりょうは きまってたね
	②カップケーキが できあがりました。 でも、りくくんは すこし こまったかおをしています。 “大きい…ぜんぶ食べられない気がする。”
	先生が いいました。 “カップケーキは、はんぶんだけ  つくるのは むずかしいもんね。どうする？” りくくんは、かんがえます。
	もう いいや
	”しかたない。ひとくちかじるか。” りくくんは、ひとくちだけ たべました。 そして、こう いいました。 “もういいや。” のこりを ゴミ入れに すてようとします。
	そのときです。 ”まって！” なにかが、りくくんを とめました。
	どうして すてるの？
	カップケーキが、りくくんに ききます。 “どうして すてるの？” とても　かなしい かおを しています。
	カップケーキは いいました。 “ぼくはね、たくさんの 人の おかげで ここにきたんだよ。” はたけで そだてられた「むぎ」や  にわとりさんがうんだ「たまご」とか  おみせに はこんでくれて、 うりばにならべてくれて  みんなで つくってくれたんだ。 たくさんのお金と時間もつかってつくられたんだよ。
	うまれたんじゃない‼‼
	“ぼく、すてられるために  うまれたんじゃないよ。”
	だれかとなら…
	とりわけて…
	のみものといっしょなら…
	がんばってもたべられないときも あるよ。 でもね、そのときは “どうするか” を さきに かんがえるんだ。たとえばね、 ・さいしょに たべられるぶんだけを とりわけて　先生とそうだんをする ・水分といっしょに すこしずつ たべる ・あじを かえてみる かんがえずに すてるのは、ちがうよ。
	むり しない
	どうしても くちに入れられないとき
	おなかのちょうしが わるいとき
	もちろん、 おなかのちょうしが　わるい時や どうしても　くちに入れられない時 きもちわるくなりそうな時に むりをしてまで　食べるのは よくないよ。
	どう食べるか かんがえる。 食べられないなら どうするか さきにきめる。
	それからりくくんは たべものをすてなくていいほうほうを かんがえられるようになりました。
	たべものは、  “のこしたら おわり”ではありません。 “どうするか”まで かんがえること。 それが、たべものを たいせつにする ということです。

